










Low-intensitγpulsed ultrasound accelerates bone maturation in dist-
raction osteogenesis in rabbits 
(抵出力超音波はウサギの骨延長部の骨成熟を加速する〉




れている。一方，骨延長に対する効果に対する報告はいまだかつて認めていな L、。我々 は， ウサギのモデ
ルを用いて低山力超常波の骨延長に対する効果について比較検討した。
[方法]白木白色家兎雄.体重約2kg， 70羽に対し.全身麻酔下にて無菌的に右下腿内側に倉1)外固定器

























同様の方法ーにより創外同定誌を装着後，待機期間なく 11!l1.5mmの高速度の甘延長を 1I:J 2田， 7日間，
合計21rnm延長し，照射都と対照群との仮骨面積について経時的に比較検討した。
結果は，標準的骨延長モデルでは，仮骨曲積.骨密度，強度すべてにおいて延長終了後早期より，照射
群で対照群に比べて有意に高値を示し，骨成熟が進んでいたc 組織学的には，共に内軟骨性骨化の像を示
し照射群では対照群に比べて早期より多くの骨化史を認めた。なお照射群においては，超音波照射によ
る組織損傷は特に認められなかったc骨延長速度を速くしたモデルでは，対照群が仮骨形成不良を認めた
のに対し照射群では仮骨形成時期iは遅れるものの.良好な仮骨形成を認めた。
低出刀趨音波の照射により，標準的速度で骨延長したものでは，対照群に比べて組織損傷.壊死などを
認めることなく，骨延長却の骨成熟が促進されることを示したのまた高速度の骨延長という条件下におい
ても，照射君子では対照君?と兇なり，仮骨形成不良状態を同避して.肯成熟が促進されることがな;された。
以.Jの研究は整形外科領域において，肯成熟に文、jする低出力超省波の適応に新たな知見を加えるもので
ある。よって本研究者は，博士(医学)の学位を民与されるに航すると認められた。
